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今 月 の 紙 面

　

令
和
７
年
９
月
29
日
（
月
）
午
前

10
時
よ
り
山
口
県
理
容
美
容
専
門
学

校
講
堂
に
て
、
浴
本
孝
嘉
・
阿
部
王

則
講
師
を
迎
え
受
講
者
35
名
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
吉
永
理
事
長
の
挨

拶
が
あ
り
技
術
講
習
に
入
り
ま
し
た
。

　

９
月
に
中
国
協
議
会
で
認
定
を
受

け
た
２
人
の
講
師
に
よ
る
、
シ
ェ
ー

ビ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
癒
し
の
セ
ミ

クールジャパン技・美女男術セミナー��・・・・・・・・・１
「BARBER�FAMILY　お客様感謝祭」抽選会�・・１
生活衛生営業経営特別相談員研修会�・・・・・・・・・・・・１
第 423理事会�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
支部だより（下関）�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
案内・国税庁からのお知らせ�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１
　　・約款登録推進月間�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
　　・生活衛生同業組合活動推進月間�・・・・・・・・・・２
　　・山口県理容組合共済加入促進
　　　　　　　　　　　　　キャンペーン�・・・・・２

今 後 の 日 程
11月４日㈫第４回組合規程改正検討委員会
　　　 〃 　　予算打合せ会（午後）
　　　10日㈪「床屋発祥の地記念碑」
  　建立30周年記念毛髪供養祭
　　　17日㈪生衛業功労者表彰式典  
　　　 〃 　　中間監査会（午後）
12月１日㈪第３回常任理事会（午前）
　　　 〃 　　第424理事会（午後） 　　　

　　　８日㈪個別税務相談会①
　　　 〃 　　インバウンド対応セミナー

（令和７年度生活衛生関係営業対策事業）
　　　15日㈪個別税務相談会②

（小郡）
（�〃�）
（下関）

（山口）
（小郡）
（小郡）

（小郡）
（周南）

（周南）

ナ
ー
で
、
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
技
術
の
プ

ロ
セ
ス
の
他
、
メ
ン
ズ
メ
イ
ク
な
ど

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
技
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
、
岡
山
県
の
備
前
焼
の
シ

ェ
ー
ビ
ン
グ
カ
ッ
プ
や
今
治
タ
オ
ル

の
紹
介
が
あ
り
、
皆
さ
ん
興
味
津
々

で
し
た
。

　

今
回
は
早
朝
か
ら
常
任
理
事
の
皆

様
の
ご
協
力
な
ら
び
に
モ
デ
ル
の
防

府
支
部
の
中
村
さ
ん
に
は
大
変
お
世

令
和
６
年
度　
補
正
予
算
に
か
か
る
生
活
衛
生
関
係
対
策
事
業
︵
儲
か
る
業
づ
く
り
︶

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
技
・
美
女
男
術
セ
ミ
ナ
ー

話
に
な
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
共
、
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

組
合
講
習
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
様
の
受
講
を
お
待
ち
申
し

上
げ
ま
す
。総務

企
画
部
長　

木
村
真
也

令
和
７
年
度

生
活
衛
生
営
業
経
営
特
別
相
談
員
研
修
会

　

令
和
７
年
８
月
18
日
㈪
午
後
１
時

山
口
県
総
合
保
健
会
館
第
２
研
修
室

に
於
い
て
、
令
和
７
年
度　

生
活
衛

生
営
業
経
営
特
別
相
談
員
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、
県
内
４
会
場
（
岩

国
・
周
南
・
山
口
・
下
関
）
で
五
日

に
亘
り
開
催
さ
れ
、
当
日
の
研
修
会

に
は
組
合
か
ら
３
名
（
松
永
忠
晴
・

上
田
憲
志
・
村
田
長
実
）
が
受
講
、

県
内
各
生
衛
業
か
ら
の
受
講
者
は
20

名
で
し
た
。

　
﹇
講
習
日
程
﹈

13:00

～13:05
○
開
会

　

講　

師

山
口
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン

タ
ー

13:05

～14:00

○
衛
経
の
有
効
活
用
・
推
薦
事
務

　

講　

師

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
山
口
支
店

融
資
課
長　
　
　
　

相
馬
雄
一
郎

14:00

～15:00

○
経
営
の
近
代
化
・
合
理
化

　
「
結
局
、
給
与
は
ど
こ
ま
で
上
げ
る

べ
き
な
の
か
」

　

講　

師

　

山
口
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

原
田　

彬

15:00

～15:45

○
最
低
賃
金
制
度
と
労
務
管
理

　

講　

師

働
き
方
改
革
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス

山
口
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

社
会
保
険
労
務
士　
　

秋
本
浩
之

15:45

～16:30

○
経
営
支
援
対
策
事
業
他

　

講　

師

阿部王則氏阿部王則氏浴本孝嘉県講師浴本孝嘉県講師

「
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｅ
Ｒ　
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｙ

お
客
様
感
謝
祭
」
抽
選
会

　

令
和
７
年
９
月
22
日
㈪
午
前
９
時

県
組
合
事
務
所
２
階
会
議
室
に
於
い

て
、
令
和
７
年
度
小
規
模
事
業
者
応

援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
「
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｂ

Ｅ
Ｒ　

Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｙ
お
客
様
感
謝

祭
」
の
豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

○
「
ぶ
ち
う
ま
！
山
口
」

カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト　

あ
か
つ
き

２
０
０
名
様

○
Ｊ
Ｃ
Ｂ
カ
ー
ド

　
　

２
︐
０
０
０
円
分

１
５
０
名
様

　

厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、
合
計
３

５
０
名
の
当
選
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

た
く
さ
ん
の
お
客
様
か
ら
応
募
を
い

た
だ
け
た
こ
と
に
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　
　

総
務
企
画
部
長　

木
村
真
也

山
口
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
　
　

工
藤　

伸
一

　

衛
経
の
有
効
活
用
・
推
薦
事
務
で

は
、
生
活
衛
生
改
善
貸
付
（
衛
経
）

に
つ
い
て
制
度
概
要
、
推
薦
手
続
き

の
流
れ
、
信
用
調
査
の
す
す
め
方
、

そ
の
他
の
留
意
事
項
、
事
前
提
出
資

料
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

模
擬
面
接
シ
ナ
リ
オ
に
よ
る
事
前
演

習
（
融
資
推
薦
書
の
作
成
）
が
あ
り
、

具
体
的
な
記
入
方
法
や
記
入
に
あ
た

っ
て
の
留
意
点
等
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
終
わ
り
に
、
日
本
公
庫
電
子

契
約
サ
ー
ビ
ス
（
国
民
生
活
事
業
）

の
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
の
経
営
の
近
代
化
・
合
理
化
は
、

一
般
的
な
給
与
の
構
成
要
素
、
基
本

給
の
種
類
、
決
定
の
根
拠
、「
手
当

の
」
役
割
、
賞
与
、「
投
資
」
と

「
清
算
」
の
内
訳
等
の
説
明
が
あ
り
、

昇
給
に
つ
い
て
「
現
状
に
つ
い
て
い

く
。
毎
年
少
な
く
と
も
５
％
以
上
」、

最
低
賃
金
上
昇
に
伴
い
上
げ
て
い
く

の
が
理
想
等
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
制
度
で
は
、
山
口
県
の

地
域
別
最
低
賃
金
額
の
推
移
、
最
低

賃
金
の
算
定
に
含
ま
れ
る
賃
金
と
含

ま
れ
な
い
賃
金
、
最
低
賃
金
法
違
反

と
な
る
ケ
ー
ス
。
労
務
管
理
で
は
、

労
働
時
間
・
休
息
・
休
日
、
時
間
外

労
働
・
休
日
労
働
、
割
増
賃
金
、
年

次
有
給
休
暇
、
賃
上
げ
を
支
援
す
る

国
の
助
成
制
度
（
業
務
改
善
助
成

金
・
働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金
）

等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

経
営
支
援
対
策
事
業
他
で
は
生
活

衛
生
と
デ
ジ
タ
ル
化
、
売
上
向
上
、

総
労
働
時
間
短
縮
等
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。「
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
手

引
き
（
実
践
編
）」
の
中
に
は
、
売

上
向
上
事
例
紹
介
で
理
容
業
「
Ｂ
Ａ

Ｒ
Ｂ
Ｅ
Ｒ　

Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｍ
」（
山
口
県

山
口
市
）、
総
労
働
時
間
短
縮
事
例

紹
介
で
理
容
業
「
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
サ

ノ
」（
山
口
県
下
関
市
）
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
終
わ
り
に
、
無
料

相
談
所
利
用
（
令
和
７
年
12
月
26
日

ま
で
開
設
）
の
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
長
く
難
し
く
濃
い
内
容
の

講
習
で
、
午
後
４
時
30
分
に
終
了
し

ま
し
た
。

　

社
会
全
体
で
Ｄ
Ｘ
が
推
進
さ
れ
、

様
々
な
業
務
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

む
中
、
中
小
・
零
細
規
模
の
多
い
生

活
衛
生
関
係
営
業
者
は
デ
ジ
タ
ル
化

の
取
組
が
進
ま
ず
、
将
来
に
向
け
て

懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
う
は
言
え
、
こ
の
業
界
の
デ
ジ

タ
ル
化
は
容
易
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・「
ヘ
ア
な
び
」・
グ

ー
グ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
等
の
簡
単
で
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

経
営
特
別
相
談
員　

上
田
憲
志

令和７年 11 月１日（1）第�735 号 か が み



11 月は生活衛生同業組合活動推進月間です

　

令
和
７
年
９
月
８
日
㈪
午
後
１
時

県
組
合
事
務
所
２
階
会
議
室
に
於
い

て
、
第
４
２
３
理
事
会
が
出
席
理
事

18
名
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
１
名
（
熊
南

支
部
）、欠
席
２
名
の
下
開
催
さ
れ
た
。

　

木
村
副
理
事
長
の
開
会
の
後
、
吉

永
理
事
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
経
過

報
告
に
移
っ
た
。

　

◎　

報　

告　

事　

項

１
．
経
過
日
誌
に
つ
い
て

２�

．
全
理
連
第
２
、３
、４
回
理
事

会
の
経
過
に
つ
い
て

　

吉
永
理
事
長
か
ら
資
料
に
よ
り
、

団
体
生
命
共
済
制
度
の
改
訂
に
つ
い

て
、「
Ａ
１
グ
ル
ー
プ
」
の
掛
金
１

口
分
を
全
理
連
が
負
担
し
加
入
者
の

増
加
を
図
る
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

３�

．
第
１
回
中
国
協
議
会
の
経
過
に

つ
い
て

４�

．
第
77
回
全
国
大
会
代
表
選
手
選

考
会
＆
山
口
県
理
容
競
技
会
の
結

果
に
つ
い
て

５�

．
支
部
共
済
部
長
会
議
の
経
過
に

つ
い
て

６�

．
全
理
連
教
育
事
業
推
進
打
合
会

の
経
過
に
つ
い
て

７�
．
第
１
回
講
師
打
合
せ
会
の
経
過

に
つ
い
て

８�

．
中
国
地
区
組
合
講
師
認
承
講
習

会
の
経
過
に
つ
い
て

９�

．
第
３
回
組
合
規
程
改
正
検
討
委

員
会
の
経
過
に
つ
い
て 

10�

．
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実

施
に
つ
い
て

　

金
井
組
織
部
長
か
ら
口
頭
に
よ
り
、

「
報
告
書
」
を
９
月
末
迄
に
提
出
し

て
ほ
し
い
と
説
明
が
あ
っ
た
。

11
．
そ
の
他
に
つ
い
て

　

�「
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｅ
Ｒ　

Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｌ

Ｙ　

お
客
様
感
謝
祭
」
応
募
用
紙

の
回
収
に
つ
い
て

　

以
上
、
吉
永
理
事
長
及
び
各
担
当

部
長
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

　

◎　

協　

議　

事　

項

１�

．
令
和
７
年
度
各
種
表
彰
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

吉
永
理
事
長
か
ら
当
日
配
布
資
料

に
よ
り
説
明
が
あ
り
、
異
議
な
く
挙

手
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

２�

．
組
合
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

　

吉
永
理
事
長
か
ら
資
料
に
よ
り
、

「
三　

講
師
に
関
す
る
規
程
」
に
つ

い
て
は
も
う
一
度
検
討
す
る
。「
七

理
事
長
、
副
理
事
長
、
常
任
理
事
の

選
出
規
程
」
は
、
12
月
の
理
事
会
に

は
報
告
出
来
る
よ
う
検
討
す
る
。
ま

た
、
理
事
＝
支
部
長
の
あ
り
方
・
理

事
の
選
出
・
理
事
の
定
数
に
つ
い
て

も
12
月
の
理
事
会
に
は
報
告
出
来
る

よ
う
検
討
委
員
会
に
か
け
る
等
説
明

が
あ
っ
た
。
山
口
県
理
容
生
活
衛
生

同
業
組
合
規
程
の
一
部
改
正
（
案
）、

一
・
四
・
八
・
十
一
・
十
三
・
十

六・
二
十
一
に
つ
い
て
は
、
７
年
９

月
８
日
か
ら
一
部
改
定
し
施
行
す
る

事
の
説
明
が
あ
り
、
異
議
な
く
挙
手

に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

３�

．「
床
屋
発
祥
の
地
記
念
碑
」
建

立
30
周
年
記
念
毛
髪
供
養
祭
の
実

施
に
つ
い
て

　

木
村
総
務
企
画
部
長
か
ら
資
料
に

よ
り
、
佐
野
・
秋
山
両
講
師
に
よ
る

「
髪
落
と
し
の
儀
」
を
行
う
。
毛
髪

の
奉
納
を
さ
れ
る
支
部
は
事
前
に
組

合
事
務
所
へ
送
付
い
た
だ
く
か
、
当

日
ご
持
参
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
尚
、
男
性
の
参
加
者
は
ス
ー

ツ
、
ネ
ク
タ
イ
着
用
等
の
説
明
が
あ

り
、
異
議
な
く
挙
手
に
よ
り
承
認
さ

れ
た
。

４�

．
個
別
税
務
相
談
会
の
開
催
に
つ

い
て

　

木
村
経
理
金
融
部
長
か
ら
当
日
配

布
資
料
に
よ
り
、
今
年
度
は
所
得
税

改
正
が
あ
り
、
年
末
調
整
等
の
対
応

に
税
理
士
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
組
合
員
に
お
配
り
す
る
チ
ラ

シ
に
つ
い
て
は
、
10
月
１
日
付
け
の

支
部
発
送
物
に
入
れ
る
。
12
月
８
日

㈪
県
組
合
事
務
所
２
階
会
議
室
、
12

月
15
日
㈪
周
南
市
の
シ
ビ
ッ
ク
交
流

セ
ン
タ
ー
（
交
流
室
）
に
て
、
両
日

と
も
10
時
～
12
時
と
13
時
～
16
時
迄

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
相

談
人
数
に
限
り
が
あ
る
の
で
、
早
め

に
申
込
書
に
て
11
月
20
日
㈭
迄
に
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話
で
、
組
合
事
務
所

迄
申
し
込
ん
で
ほ
し
い
と
説
明
が
あ

り
、
異
議
な
く
挙
手
に
よ
り
承
認
さ

れ
た
。

５
．
今
後
の
日
程
に
つ
い
て

　

吉
永
理
事
長
か
ら
資
料
に
よ
り
、

10
月
６
日
㈪
組
合
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
で
す
が
、
２
チ
ー
ム
以
下
は

中
止
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
等
の
説
明

が
あ
り
、
異
議
な
く
挙
手
に
よ
り
承

認
さ
れ
た
。

６
．
そ
の
他
に
つ
い
て

　

木
村
総
務
企
画
部
長
か
ら
消
毒
衛

生
講
習
会
の
会
場
費
に
つ
い
て
、
助

成
金
事
業
を
実
施
さ
れ
な
い
支
部
は

全
額
を
助
成
す
る
の
で
領
収
書
を
県

組
合
へ
（
で
き
れ
ば
原
本
を
）
提
出

し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
消
毒
講
習
会

は
来
年
の
１
月
末
迄
に
は
終
え
て
ほ

し
い
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

吉
永
理
事
長
か
ら
、
現
在
県
講
師

が
４
名
。
是
非
、
県
講
師
を
推
薦
し

て
ほ
し
い
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

以
上
、
全
て
の
協
議
を
終
え
木
村

副
理
事
長
が
閉
会
を
宣
し
、
午
後
３

時
10
分
終
了
し
た
。

第
４
２
３
理
事
会

　

令
和
７
年
９
月
１
日
㈪
午
前
９
時

30
分
よ
り
下
関
海
峡
メ
ッ
セ
に
於
い

て
、
参
加
者
26
名
の
中
、「
衛
生
消

毒
講
習
会
」・「
儲
か
る
業
づ
く
り 

Ｈ
ａ
ｉ
ｒ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
‐

２
０
２
６
『
Ｅ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
』
講
習
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

望
月
支
部
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

第
１
部
で
は
講
師
に
下
関
市
保
健
部

生
活
衛
生
課
の
坂
本
渉
氏
と
猪
熊
ゆ

か
り
氏
を
お
招
き
し
、
各
店
舗
に
お

け
る
衛
生
消
毒
・
出
張
理
容
に
お
け

る
衛
生
消
毒
に
つ
い
て
、
詳
し
く
説

明
し
て
頂
き
、
改
め
て
衛
生
管
理
・

自
己
管
理
の
重
要
性
を
認
識
し
直
す

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
健
所
よ
り
立
ち
入
り
調

査
を
行
う
事
が
あ
り
ま
す
が
、
最
大

限
の
気
配
り
の
下
に
行
わ
れ
、
決
し

て
ア
ラ
探
し
み
た
い
な
も
の
で
は
な

く
衛
生
環
境
向
上
に
向
け
て
の
お
手

伝
い
や
指
導
を
受
け
ら
れ
る
場
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
機
会
が
あ
る

時
は
積
極
的
に
協
力
さ
せ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
秋
山
健
朗
講
師
に
よ

る
「
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｒ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
‐
２
０
２
６
『
Ｅ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
』
講

習
」
が
行
わ
れ
、
ま
ず
『
Ｅ
ａ
ｎ
ｃ

ｅ
』
の
説
明
が
あ
り
、
気
取
ら
な
い

上
品
さ
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
オ
シ
ャ

レ
な
男
女
は
も
ち
ろ
ん
幅
広
い
層
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
ド
レ
ス
ダ
ウ
ン
し
た

下関支部
「
衛
生
消
毒
講
習
会
」・

「
儲
か
る
業
づ
く
り
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｒ  

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
‐
２
０
２
６

『
Ｅ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
』
講
習
会
」

支
部
だ
よ
り

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
表
現
す
る
事
で
、

業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ

と
に
な
る
等
の
説
明
を
受
け
実
技
へ

と
移
り
、
的
確
な
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
後
、

セ
イ
ム
レ
イ
ヤ
ー
を
ベ
ー
ス
に
毛
量

調
整
・
質
感
作
り
の
カ
ッ
ト
を
分
か

り
や
す
く
丁
寧
に
表
現
し
て
頂
き
、

パ
ー
マ
で
は
ピ
ン
パ
ー
マ
で
巻
き
あ

げ
、
所
々
に
逆
巻
き
で
デ
ザ
イ
ン
ポ

イ
ン
ト
を
入
れ
る
事
で
柔
ら
か
い
動

き
と
ド
レ
ス
ダ
ウ
ン
し
た
雰
囲
気
を

演
出
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
仕
上
が
り

と
な
り
ま
し
た
。

　

カ
ッ
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
奥
行
を
出

す
為
の
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
や
ピ
ン
パ
ー

マ
の
巻
き
方
等
、
と
て
も
貴
重
な
講

習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
師
の
方
々
に
は
本
当
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
今
回
参
加
し
て
下
さ
っ
た

皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

下
関
支
部 

桝
屋　

三
智
雄

令和７年 11 月１日 か が み （2）第 735 号


